
 今年は梅雨が明けるのも早く、最高気温の記録も更新

されました。体温を超えた気温の中、活動するのは体力

的に厳しいですね。水分をこまめに取り、熱中症にお気

をつけ下さい。 

 第103号では、年金制度改正について取り上げました。

令和７年度税制改正で話題となった「壁」問題とも関連する改正となります。  

内容に関するご質問・ご要望等ございましたら、お気軽にお問い合わせ下さ

い。なお、HPのお役立ち情報で会計・税務の情報を更新していますので、

是非ご覧下さい。   

               公認会計士・税理士・AFP・IT コーディネータ     中村    元彦         

公認会計士・税理士・AFP・社会保険労務士  中村友理香 

ご挨拶 

ハイライト: 

・年金制度の改正について取り上げます。 
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たっくすニュースフラッシュ 

２０２５年９月 

秋号 第１０３号 

（個人様向け） 

税務をみなさまの身近な存在に 

税理士法人 舞 
中村公認会計士事務所 

 ライフスタイルや家族構成等の社会の多様化を踏まえた年金制度の機能強化を図る観点から、被用者

保険の適用拡大、在職老齢年金制度の見直し、標準報酬月額の上限の段階的引上げ等の措置が講じら

れます。以下内容をご説明いたします。図の出典は全て厚生労働省のＨＰからとなります。 

①在職老齢年金制度の見直し 

 年金を受給しながら働く高齢者の場合、賃金と老齢厚生年金の合計額が月50万円を超えると年金が減

額される仕組みとなっていますが、この金額が令和8年4月1日から62万円へと引き上げられます。これに

より、高齢者の働き控えが緩和され、人手不足の解消が期待されます。 
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②社会保険加入対象の拡大  

 会社の規模や年収にかかわらず、週の勤

務時間が20時間以上の労働者について

は、社会保険の加入が義務化されます。現

在は51人以上の企業規模となっています

が、段階的に対象企業を拡大し、2035年10月からは全ての企業において、

週20時間以上勤務する労働者の社会保険加入が義務化されます。 
 

③厚生年金保険の標準報酬月額上限の引き上げ 

 厚生年金等の保険料に用いられている標準報酬月額は、現在上限が65

万円となっており、たとえ300万円の月額報酬だったとしても標準報酬月額

65万円での保険料負担となっています。 

 これが75万円へ段階的に引き上げられます。この結果、保険料の負担は

増加しますが、将来の年金額の受取も増えることになります。 

 

④遺族年金の見直し 

 女性の就業率向上に合わせ、遺族厚生年金の男女差を解消すること、及

び子どもが遺族基礎年金を受け取ることが出来るように改正されます。 

ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞもご覧下さい。お役立ち情報を更新しています！ 

https://my-naka.com/ 

（東京事務所） 

港区南青山 ２－２－１５ 

 ウィン青山１０２５ 

電話   ０３－３７４６－１７５０ 
 

（埼玉事務所） 

さいたま市浦和区岸町７－１－４ 

細田屋ビル３F 

電話    ０４８－８１６－６１８０ 

 nakamura-cpa@jcom.home.ne.jp 

 nakamura-cpa@tkcnf.or.jp 

税理士法人 舞 
中村公認会計士事務所 

※記載中の内容についてご質問がある場合はお問い合わせください。 

遺族厚生年金 

遺族基礎年金 
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